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有明海奥部底層の溶存酸素濃度の変動（７月中旬～８月中旬）と 
今後（８月中・下旬）の見通し 

 
 奥部の観測点Ｔ１３（国営干拓沖）では，底層の溶存酸素（飽和度）は、７月下旬の小潮

期に急激に減少して貧酸素水塊が形成され、無酸素に近い状態になりましたが（図２）、その

後の大潮期（７月２６～３０日）の潮流の増加、台風１２号の南寄りの強風（図３）による

水塊の擾乱により回復しました。その後、弱い密度成層が残る中（図５：８月３日）、８月４

日から１１日には筑後川の流量が１００－４００m3/sec と増加し（図４）、８月上旬の小潮

期（８月３～６日）には、再度、貧酸素水塊が形成されることが危惧されましたが、台風１

１号の北寄りの強風（図３）により、底層の溶存酸素は順調に回復しました（図２）。 

 奥部の観測点Ｔ１４（浜川沖）では、観測点Ｔ１３と同様の変動傾向でした。 

 沖合域の観測点Ｐ６（沖神瀬西）では，７月中旬以降、底層の溶存酸素は低下し、下旬の

大潮時にも飽和度は３０％以下を示しました（図５：７月２７日）。台風１２号の通過後も溶

存酸素は４０％未満を、その沖合の測点

ＳＡでも３０％未満を示しましたが（図

５：８月３日）、台風１１号の北寄りの

強風が吹いた後は、底層の溶存酸素は順

調に回復しました（図２）。 

 沖合域の観測点Ｐ１（大浦沖）では、

底層の溶存酸素は７月下旬から４０％

前後で推移していましたが（図２）、台

風１１月の北寄りの強風が吹いた後は

観測点Ｐ６同様に回復しました（図２）。 

 有明海奥部海域では、７月下旬の大潮

期においても沖合の底層で貧酸素水塊

が維持されたことで、８月上旬の小潮期

に貧酸素水塊が広域化する恐れがあり

ましたが、台風１２号の南寄りの強風に

よる擾乱、台風１１号の北寄りの強風に

よるエスチュアリー循環（上層で沖合向

き、下層で沿岸向きの水塊の移動）の促

進により、底層の溶存酸素は回復し、貧

酸素水塊は消滅したと考えられます。 



 観測点Ｐ１の８月１４日の水質の鉛直分布から、上層の塩分が増加しており、密度成層は

弱まっていることが推測されます（図６）。潮流が弱まる８月中旬の小潮期（８月１６～１９

日）には、エスチュアリー循環により弱い成層が形成され、底層の溶存酸素が低下すること

が予想されますが、大雨による筑後川等の出水が無い限り、大規模な貧酸素水塊の形成はな

いものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図２．２０１４年７月中旬～８月中旬における国営干拓沖（Ｔ１３）、浜川沖（Ｔ１４）、沖

神瀬西（Ｐ６）、大浦沖（Ｐ１）における底層（海底上２０ｃｍ）の水温、塩分、溶存酸

素飽和度の経時変化 

 



 

 

 

 
図３．大浦沖（Ｐ１）における海上風（海上３ｍ）の流向・流速の経時変化 

 

 

 

 

 

 

図４．２０１４年７月中旬～８月中旬における筑後大堰直下流量（筑後川ダム総合管理事務

所、速報値）の推移 

 

 

 

 

 

 





 

 

  図６．大浦沖自動観測ブイにおける水質の鉛直分布 

８月１日９：００（上段）と８月１４日１６：３０（下段）との比較 

 


